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子どもの成長を願い育てることって難しく忍耐のいる事ですよね。つぼみに通う

子どもたちの姿を見ていて、そして親さんとの連絡ノートを通していつも感じています。

ひとつひとつの小さなできごとに笑い・喜び・悩み・泣き、その中でまたひとつ強くなって

頑張っている姿。親子の家庭の強さを感じます。そんな姿に私たちスタッフも応えていき

たいと心が動くのです。

つぼみの中では療育を中心に指先の技術習得からADL訓練・IADL訓練を繰り返し取

り組んでいます。毎日毎日コツコツ頑張る姿、できる日もあれば、できない日もある。そし

てついつい目に見える成長に目が向いてしまうのも確か・・・でも技術面の向上だけでは

ない、つぼみの中ではこころの育ちにも目を向けています。こころも育ってこその成長です

よね。

難しい取り組みを避けていた子が、しっかりと取り組みに向かう姿勢がつくれるように

なったこと。その中には嫌なことから逃げてはいけないと思う前向きな子どもの姿勢が伝

わります。きっといろんな思いがある中で育った「こころ」なのだと思います。つぼみの取り

組みに対して、共に喜んでくれる親子の心の共感と次につながる励まし、そして仲間との

かかわりの中で、そしてスタッフとのかかわりの中で少しずつこころは育っています。

こころの育ちって教えることができないことなんですよね。物をあげるように、何かを付け

加える様に簡単にはいかないもの。親と子のこころの共感の中で少しずつゆっくり育つも

の。失敗も必要、できなかったことも経験。いろんなことを経験しながらこころとからだを動

かして成長している。

こころはいつも他者とのかかわりあいの中で育まれ成長していくものです。光と

影があるからこそ人は強くなれ、そして成長していくものだと思っています。転んだ

ときは起き上がり方を学ぶ大事な時だと思って、焦らず子どもが起き上

がるのをじっと見つめ、子どもの「こころの育ち」を待ちたいと思います。



１０月の製作は、ハロウィンにちなんで『ジャック・オランタン』を作りました。

見本の飾りを見て、「早く作りたい」と意欲をいっぱいの子ども達。マンツーマンで

作業スタート！

はさみの持ち方、動かし方は、みんなとっても上手で、お家でもはさみを

使っていることがわかります。ところが、いざ切ろうとすると、線を見ていな

いのか、線からズレて切り出してしまう、あわてん坊さんも多く、「線はどこ？」「線をよく

見るよ。」とまずは、線を注視できるように声を掛けました。ようやく気づい

て、はさみを正しい位置にセットし、切ることができました。切れ目を入れた画用

紙をクルッと丸めてホチキスで止めます・・・が、ホチキスは、初体験

の子も多く、上下がわからなかったり、力が足りなかったり・・・

でも「カチャ」という音を聞いて、「できた♪」と嬉しそうでした。

三角形の目と鼻、口をのりで貼って完成！！

素敵な 『ジャック・オランタン』 ができました♪

感覚統合・・・小麦粉粘土を見て、「パン！」と言った子ども達。パンのような匂い。ヒンヤリ冷

たくて、モチモチした感触。きっとどの子も「おいしそう」と思ったことでしょう。でも、材料に「水

のり」が入っているので、「食べない。」「口にいれない。」と、しっかり約束しました。

SPMの先生より、「物をつかむ時に、指先の関節を曲げることが、難しい子がいる。」と教え
ていただき、職員は、子ども達が粘土をこねる時の指先の動きに注目しました。ギュッ、ギュッ

と声を出し、握っているようでも、指先は粘土にくい込んでいない子もいて、指先に力を入れる

ことは難しいようです。
でも、みんなは粘土をこねたり、丸めたり、ひねったり、ちぎったり、つまんだり伸ばしたり・・と、
スタッフの真似をして、一生懸命取り組んでいます。「へびができたよ♪」と、てのひらを合わ
せて、前後に動かし、伸ばす事はみんなとっても上手。でも、「おだんご」となると・・・力を加減
しつつ、円を描くように、手を動かさなければならないので、結構難しいのです。道具を使わな
くても、自分のイメージ通りに手（てのひら、指先）を動かし、粘土の形をかえられるようになるこ
とが目標です。
持ち帰った粘土は、お家でも粘土遊びを楽しんでいただければ嬉しいです。
少量の絵の具を練りこんで、しっかりこねると、カラフル粘土になりますよ♪
（遊んだ後は、ラップして、冷蔵庫で保管してくださいね。）



今月の中高生の部は、カレンダーの製作、小麦粉粘土作りなど、これまで培ってきた力が

目に見える成果として現れる取り組みがプログラムに加わりました。

そしてもう一つ、全く新しい取り組みが始まりました。「表現訓練」です。

すでに小学部では、ハンドベルの演奏に取り組んできました。

待つこと、指示を聞いて行動すること、しっ かり立つこと、指揮者を注視

すること、他の音を聞きながら演奏すること、柔らかい音を出すこと、

そして音の美しさを感じ取る豊かな心・・・演奏のために要求されることは、

中高生の部で目指している方向で必要なことと重なるものがありました。

また、日頃そうじや着替え等、いろいろな場面で気になるのが、身体の動きのぎこちなさで

す。「特に足の筋肉の硬い子が多い」「こんな運動が有効」などの話をＳＰＭの先生に聞き、

ストレッチなどいくつかの動きを取り入れました。

初めての日、いつもと同じように来所する子どもたち。でも、いつもはきちんと並べられてい

る机が今日は部屋の隅に寄せられている。名札は不要、下駄も不要、の指示に「いったい何

が始まるのだろう」と戸惑いの表情を浮かべていた彼らも、動きが始まるとすぐについてきまし

た。一つも見逃すまいとしっかり職員の動きを模倣して、身体を動かしています。やはりみん

な身体は硬い・・・。ストレッチでは「いたたたた・・・」との声が。でも痛いのは指示通りに動け

ている証拠です。

ハンドベルの演奏では、今のところ一人一音ずつの担当ではありますが、

さすが中高生、初日から曲の演奏ができました。なんと、皆が食い入るよう

に指揮者を見ています。演奏し終わり、「やったー！」と歓声を上げ、全員

で手を叩いて喜び合いました。

そして意外に難しいのが、和音だけを鳴らすことでした。何人か指名し、その

子たちだけが指示を見て同時に音を出す・・・これだけのことができません。隣

の子が鳴らしていると一緒に鳴らしてしまう、隣が鳴らさないので自分も休みだ

と思ってしまう・・・。そして、指示と同時に音が出ないので揃わない。曲の流れ

があれば判断しやすい各自の出番ですが、指示のみが頼りで一回だけ音を出

すことは意外に難しいようです。共同作業で響きを出すという意識を持ってもら

いたいという思いで続けています。

曲の演奏では、回数を重ねるうち少し和音も出せるようになってきました。（音を聞いて自分

の出番を判断している子、ホワイトボードの記号を見て判断する子、自分の役割を記憶して

しまう子、指揮者の動きが頼りの子・・・それぞれ独自の理解の仕方ですが、）皆でひとつの

音楽を作り上げていきます。当面は、つぼみのクリスマス会で小学部のお友達に演奏のプレ

ゼントをすることを目標に、練習に励んでいます。




